
会報 :第 58‐号 :平成 18年 11月 1日発行

人と白ぶつ会

原子力発電は是か非か
川井 秀夫

去月、福井県の関電 大飯発電所を見学 して来ました。4年前にも見学 しましたが、今

回は施設の周辺からの見学となり、女性従業員の歯切れの良い案内で、満足な見学会で

した。現在日本には 52基の発電施設がありますが、相次いだ事故により新 しい発電計

画は凍結 されております。我々の住む近畿圏の消費電力はこの「大飯」から主に供給 さ

れています。

日本の原子力は、総エネルギーの中で35%占 めていますが、自給率で見ると他国と

の比較では低 く19%、 原子力を除 くと4%に過きません。石油の高騰、C02の 排出

、また将来の展望を考えると現状の姿に不安かよぎります。

不安といえは、国際世論は原子力には否定的な国が多く、日本の社会も必ず しも肯定

的ではありません。 しかし、ここにきて原子力全廃を唱えたスエーデンが新 しい建設

を始め、否定的だった ドイツも大型プロジェク トが進んでいます。

日本では供給不足から、水力 (黒部ダム)の 出力を上げ、火力 (天然ガス・ 石炭)新

エネルギー (太陽光・ 風力・ 水素等)に よリバランスが保たれてはいますが、恒久的な

施策が見えては来ません。

私は以前から未来のエネルギーは原子力だと、肯定的に考えて来ました。あなたはど

ちらを支持 しますか。

恐 らく否定される方の多くは、放射線による安全・ 安心が確信ができないからでしょ

う。放射線はややもすると、原子爆弾の核爆発と同一原理であると思われる方が大半だ

と思います。ここで説明するスペースがありませんが、例示を挙げて説明いたしますと。

① 人間が時速200キ ロで走ることは安全がどうか。自転車に強いエンジンを付けて200

キロで走ればどうか。危険に決まっています。

整備された車で、整備された高速道路で、熟練 した信頼できる人が運転すれば相当

安全だと言えます。原子力もシステムが万全で、管理者が有能で良心的ならば安

全なのです。

② 食塩を適切な量を摂れば安全で栄養になりますが摂 り過ぎれば高血圧になります。

つまり危険な物質を、どういう六、うに管理 して運用したかという事が安全か、そ

うでないかの分かれみちだと思います。

安全な状態とはどういうことか。故障も何 も起こらない状態なのか。放射能で放射線が

漏れなければ良いのか。漏れても人間に被害が出なければ良いのか。

また国民的合意とは、一人でも反対すれば合意できないのか。半数以 _Lが 反対 したら

駄目なのか。これ らの定義をしっかり考える必要があると思います。

また、マスコミも問題があると、す ぐセーセーショナルに報道 します。情報技術でも

生命科学でも日覚 ましい進歩の一方で、危険な側面をもっているのでは無いで しょうか。

原子力施設を受け入れた福井県の方 々に敬意を表します。色々な側面がありますが、

未来を語る時、人間の営みに不可欠なエネルギー問題は、大きな国家的課題と思います。
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9月 度 野外活動 例会

『 巨勢の道を行 く』 報告
担当 ナ|1井  秀夫

日 時   9月  25日 (月 )近鉄 葛 駅 10時集合 天候 晴れ

行 程   葛 駅→巨勢寺跡→阿畔寺→水落古墳→川合八幡神社→栗坂峠→

葛城坐御歳神社→船宿寺→御所駅 解散 3:00歩 程 11キ ロ

参加者   弓場 (厚 )・ 弓場 (京 )・ 岩田・/1ヽ 嶺・斎藤・平塚・ノ]ヽ森・吉村・福谷・渡辺・守口

川井 12名

御所市。古代 ロマンを感 しなから、初秋の巨勢の道を行 く。

稲穂の黄金。柿・ 栗 成熟間近かの緑青。曼珠沙華の深紅。素晴 らしい自然の秋色に魅せられ

葛駅から船宿寺に向かう。

巨勢寺跡では、時空を経て豪族 巨勢氏の氏寺として、礎石、大日堂が往時の栄華の跡を偲ばせ、

沈黙の大欅がロマンの語り部となる。

巨勢寺の子寺 阿吟寺を訪ねる。今は無住寺だが、丹精込めた「つらつら椿Jの 鉢植え、背景の

巨勢山には植樹、早春には見事な様子が伺える。

水落古墳では、幸い管理の古老に会い表道から入室。南北の双墳は蘇我の蝦夷・ 入鹿の墓との

定説だったが、最近の学術調査で覆 り、謎が残るとのこと。



八幡神社で昼食。椋欄の葉 っばでバックの ミニエ作教室が始まる。斎藤 和子さんが器用な指先
で形作 られてい く。暫 し生徒連中 夢中。

一路、栗坂峠を目指す。里山、田園風景を視野に入れ、曼珠沙華が旬。集落を抜けて栗坂峠に

出る。眼前に金Rll・ 葛城の山容がパノラマ状に広がる。 ハラショー。

御歳神社。稲の守護神にまつわる神話を一席。文明のない素朴な時代の伝承にはロマンがある。

予定通 り船宿寺に着 く。ヒラドツッジで有名な花の二十五 ヶ寺だが、この時季 花の姿は無 く少

し残念なフニュシュとなる。少 しでも古代のロマンを感 じていただけたでしょうか。

新入会の平塚 さん、渡辺さん、守目さん また来て下さtヽ 。

常lηttf露自緊歩書撃摩つげ0路   青蓼報告

口生川上神社中社ビロ本t諄3踊        錮当  小轟

「口時」10日η日(土)響ιl時に小南、時に晴
'           f熟

苺原購 9時警含

「行程」毒原騨9時20n→バス(5o貧 )→杉谷嘗含舗→宝蔵寺→′■坂神社→本津→

"口
雇→谷山福→本津‖→円壼寺→日笛lllこ 神社→職澤→パス華原絆3時鮮0,書

昨夜黎の雨t鶴にはL蹴 の子報でこたが家t出る時やっこ上げる書、まだ西け暗ιヽ・

摯rp者が少ないこ予想とたが鳴警9名ガ警言、パスけ10nt走3と妻々の市華LI漱警.

彬谷宙言編で下事、少と歩き宝蔵寺で輝拶こ奪颯響勧、本日の晴t祈 3。 とだれ禅の

吉本をあとに′1坂神社の杉、ケヤキ、6りの日本や情の吉本に圧椰される。

f中要暉の夢ttttl自 黙歩僣t― 寸けずれ、ひたすう解療おιて電甫書t歩くt曹けごく

稀、面側の重花の機書の議飾け小田欠妻子され熱tiな認霧暉け吉村すつきされ馬1饉

t記録 .

甲百層の警落6軒のこの家t圏守ヤ空まで揮苺t宰警、雨の為やttえ守軒下tttLI

マ、にずや打に冒富.

本津川の讐落では、およイ考えられない山禅の日本に?冒ザ感暉、口青寺の銀本躍の

吉本の書け散輔づ嵯っていた。

終種点の日笛用上神社中社でけ要黙記憲物のツ`lιつ〕1′ョウ、コウヤ?キの吉本、スギ

の日本に留書ιヽア、おこ言う字の舘源け要武要望が‖に腑ザ沢山坪くと要下t軍宙で

きるこ占い、この神社の前の川に勲ザ薄いた事打らアコけ肺醐 った事.

此の警署の地名け職澤(イ手1,oうとt吉う薔物)であでたいとの事、新年にお飾Lに 1●

う 手面、百面ア1′、トウシ だイうです。

今回け要暉七日すぐるこ打ったが、若塩こR山の日本、吉本に宙書い触れ、終着点fくに

な能 、日きιむさLマ幸π→ワ打二t歓響とマくれた。

身体と脳に七ヽ地よιヽ刺傘t受け毒原騨で蕎気に解散こた。

惨nD者  lll♯  η塀諄 六百 小田欠 奮謳 林 吉村さ 福谷

下口  弓婦(響、東子)小檸
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つる竜胆吉野の雨は峡に落つ
川井 秀夫

10月 まほろばシリーズ 吉野路。

丹生川上神社 (中社 )、 蔓竜胆と叶大杉が印象的。高見川の清流また佳 し。

深い峡谷に水神の降 らす秋雨が情感をそそる。

小太 りで嘴が太くイカルに似ていますが、鋭い

日付きのこの鳥の学名は、ギリシャ語で「穀物を

打ち砕くもの」。 日本でも俗名が、まめうち、

まめはじき、まめどり、まめわり等と豆の付く

名が多くあります。

太い嘴で硬い本の実を難なく割つてしまい、嘴

挟む力は 70kg位 あるそうでヒ
゛
ックリです。

今年 4/17平群中央公園のザイフリボクを見に

行きましたら、聞き慣れない鳥の声、花を

そつちのけにじつと観察していると沢山のシメ

が鳴き交わしながら飛び交つていました。

小田 久美子

ぜゝ1       ィし
′

冬の″キッッ
″

、
″芳ッ

″
と鋭い呟きしか聞いたこと

がなかつたので、か細い可愛い声とあの鋭い目つき

餡「えら碑り
rし助 1ジめ ン,

(を 思い出して)の キャップに思わず

笑みがこばれました。

渡 りの時には群れで、越冬地では単独で行動するツグミと同じタイプの鳥。林内から林

縁部で見られ、雌雄で色が違 うので一緒に見たら「シメシメ」と得した感 じがします。

★10月 19日 コサメ

シガモ (日 本にI端な冬鳥として飛来)秋篠近くの乾池にいました。                  例 日ヽ)

★ (斑鳩にて)エゾビタキ (旅鳥)10羽ほどが=室山で 10月 3日 ～ 19日 見ました ラッキーでした 。lα12マガ

モ初認エクリプス・lCV15コガモ初認エクリプス・1配器 ジョービタキ初認 ・コシアカツパメ 1021 106羽・ 22.

閣 羽 。23.80羽                                  僻 田)

★雨水溜めペールの中のオタマジャクシのいっちゃんの後ろ足がでてきました 3センチ位の体長でかわいいちつち

やい足です。暖力ヽ うヽちにカエルになって冬眠して欲しいです。

・秋野菜の種を蒔いてなんで芽がでないのか?と 畝の上をみていたら小さい茶色のアリが自分の体くらいの種を運ん

でいました。種は殆どなくなりました。また種を買つてきて蒔き直しました。今 10センチのタマネギの苗に育つて

ミ Jヽ:拶

蜘       易デ′IJの ″イヽっ%
ビタキ (中国北東部、サハリン等で繁殖し東南アジアで越冬する)興福寺にいました 。アカツク

鐘

′

メシ

います。 lMnl
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